

























































あるlactoferrin(L f)， lysozyme (L Y)， secretory component (S C)の発現を間接蛍光抗体法を

















響について検討したものであるO その結果， W 1 -38がその液性因子によってHSGc-C5の増殖を
抑制するとともにグリコサミノグリカン合成を促進することや唾液腺機能マーカーの発現を誘導するこ
とが明らかとなった。このことは正常線維芽細胞が唾液腺癌細胞の増殖・分化に重要な役割をなすこと
-349-
を示唆するものである O また本研究で示された液性因子は癌の増殖抑制と分化誘導活性を有すると考え
られるので，本研究は今後，同因子の詳細な解析を通じ癌細胞の増殖と分化の調節機構を明らかにす
るなど，将来への発展性も高い。よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格を十分に有するものと判
断される O
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